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Spontaneous Beauty
Kohei Sasahara

笹原は、タイトルのとおり特定のアーティストによる
展覧会を行わないことをプランとして提示しまし

た。「スポンテイニアス/spontaneous」とは、「なりゆき・
自発的」という意味の英語です。普段アーティストとして
活動する笹原は、ある土地を軸に成立する、場所性の
強いインスタレーション作品の制作をしています。一方
で自らが企画を行うことも多く、キュレーター（企画者）と
アーティストの役割の違いが展覧会にどのような影響
を与えるのか、といった実験的な問題意識から、今回
の応募に至りました。あえて「出展作家：なし」と設定し、

キュレータードラフト 2017

スポンテイニアス・ビューティー
─ 作

アーティスト

家のいない展覧会 ─
キュレーション：笹原晃平

TO P I C  01

京都を舞台に、忘れられてしまったもの、捨てられてし
まったもの、無くなってしまったもの、消えていってしまっ
たものから7つの要素を取り上げ、地域や集団から創出
される「なりゆきの美しさ」を見せることを目的とします。
リサーチでは解体された家屋の建具や飲食店で忘れ
られた傘などに着目し、展覧会の中で再構成を試みま
す。しかしここで笹原はあくまでキュレーターの立場に
踏みとどまり、作家性を極力排除してプレゼンテーショ
ンするとのこと。笹原の高い空間構成力によって、彼が
触れた京都の人 の々痕跡がどのような形で編集されて
いくのか、斬新な切り口をどうぞお楽しみください。

難波氏の強力なサポートも今回の「キュレータードラフト」の特徴です。明快
なやり取りで進む打ち合わせでは毎回笑いが絶えません。関連プログラムで
のお二人のトークを、今からとても楽しみにしています。

平野春菜（アートコーディネーター）

京都芸術センターが隔年で開催してきた公募企画「展覧会ドラフ
ト」を、若手キュレーターの発掘・支援を目的とした「キュレーター
ドラフト」として今年度リニューアル。審査員に難波祐子氏を迎
え、30件の応募プランから笹原晃平の展覧会企画『スポンテイニ
アス・ビューティー －作家のいない展覧会－』が選ばれました。

笹原晃平 （ささはら こうへい）
1984年東京都出身。東京藝術大学美術学部先端芸術表現科卒業。2007
年よりインスタレーション作品の制作、プロジェクト作品の制作、展覧会の
キュレーションなどの活動を行う。2007年《Home and Away》により川俣
正賞を受賞。2008年《Soup and Recipe》でシティースケーパーズ・グラン
トを、2012年《P.I.V.O》で野村財団芸術文化助成を受給。国内外でのプロ
ジェクト多数。

［審査員］ 難波祐子（なんば さちこ）
現代美術キュレーション。東京都現代美術館学芸員を経て、展覧会などの
企画運営を行うI plus Nを設立。2016年より国際交流基金文化事業部企
画役（美術担当）。著書に『現代美術キュレーター・ハンドブック』、『現代美術
キュレーターという仕事』（ともに青弓社）。企画した主な展覧会に「こどもの
にわ」(東京都現代美術館、2010)、「呼吸する環礁ーモルディブ-日本現代美
術展」(モルディブ国立美術館、マレ、2012)など。札幌国際芸術祭2014プロジェ
クト・マネージャー（学芸担当）、ヨコハマ・パラトリエンナーレ2014キュレー
ター、「”TOKYO”ー見えない都市を見せる」共同キュレーター（東京都現代美

術館、2015)。

PROFILE
キュレータードラフト2017

『スポンテイニアス・ビューティー
－作

アーティスト

家のいない展覧会－』 (キュレーション：笹原晃平)

会期：2月18日（土）－3月26日（日）10:00－20:00
※入場無料・会期中無休
会場：ギャラリー北・南

［関連プログラム］
TALK 「作家のいない展覧会は本当に成立したのか？」
笹原晃平×難波祐子
日時：2月19日（日）14:00－15:30
会場：ミーティングルーム2
※終了後、オープニングパーティーを開催

WALK
笹原晃平が展覧会を立ち上げるために関わった
人 を々招いて、ガイドツアーを行います。
※詳細スケジュールはウェブサイトで発表
　http://spontaneous.sasahara.info
※イベント情報欄（P2）もご覧ください

「キュレータードラフト」という形になって初めての企画募集に、質の高いプロポーザルが多く寄
せられ、最終的に5名・組の方と面接を行いました。それぞれが全く異なるアプローチで、単純な
比較はできない性質のプロポーザルばかりでしたが、審査を通じて今の時代に若い世代が日本
でキュレーションをしていく上での共通の関心事や課題なども、おぼろげながら見えた気がした
のも確かです。審査の結果、「キュレーション」という行為や「展覧会」というシステムそのものに
対して真摯な問いかけを提示した笹原晃平さんのプランに、新しいキュレーションのあり方を切
り開く可能性を感じて、お願いすることにしました。今回の「キュレータードラフト」が、多くの方々
にとって、これまでにない挑戦と発見の場となることを期待します。

難波祐子（審査員）
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込くだ
さい。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2016
Maya Watanabe 『EARTHQUAKES』
ペルー出身の映像作家マヤ・ワタナベによる、京
都で製作した新作『EARTHQUAKES』を上映。
会期：	1月７日（土）－2月19日（日）

	 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料

会場：	ワークショップルーム2 

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業

「京の文化絵巻Ⅱ~The Exhibition~」
会期：	1月10日（火）－2月7日（火）

	 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料

会場：	ギャラリー北・南
出展作家：村山明（木工芸家・人間国宝）

　　　　　伊勢信子（立体造形作家）

主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文化協会

藝文京展 2017
公益財団法人京都市芸術文化協会による公
募展。今回は「白と黒の調和」をテーマに、書
からカリグラフィー、タイポグラフィーまで、文
字を扱った入選作品を展示。
会期：	1月15日（日）－2月11日（土・祝）

	 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料

会場：	フリースペース
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文

化協会、京都芸術センター

キュレータードラフト2017
『スポンテイニアス・ビューティー
－作

アーティスト

家のいない展覧会－』
 (キュレーション：笹原晃平)
会期：	2月18日（土）－3月26日（日）10:00－20:00
※会期中無休・入場無料
会場：ギャラリー北・南

［関連プログラム］

TALK
「作家のいない展覧会は本当に成立したのか？」

笹原晃平×難波祐子（キュレータードラフト2017審査員）

日時：	2月19日（日）14:00－15:30
会場：	ミーティングルーム2
※終了後、オープニングパーティを開催

WALK
笹原晃平が展覧会を立ち上げるために関わっ
た人 を々招いて、ガイドツアーを行います。
※詳細スケジュールはウェブサイトで発表
http://spontaneous.sasahara.info
※Topic01（P1）もご覧ください

伝統

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第44回「式庖丁を知る」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企
画。２月は、食にまつわる和の文化として「式
庖丁」に着目します。
日時：	2月10日（金） 19:00－20:30（受付開始18:30）

会場：	大広間
講師：	小西将清（有職料理 萬亀楼十代目主人、

生間流式庖丁三十代目生間正保）

料金：	500円
定員：	70名（先着順／要事前申込）

KAC Performing Arts Program 2016 
/ Traditional Performance 
継ぐこと・伝えること58

「落語〜伝統芸能の現在形〜」
噺家・立川吉笑を招き、実演とトークで新作
落語の魅力をお届けします。
日時：	2月12日（日）開場14:30 開演15:00
会場：	講堂
出演：	立川吉笑
司会：木ノ下裕一（木ノ下歌舞伎主宰）

料金：	一般前売1,800円／当日2,000円
	 高校生以下500円（前売・当日共）

※Topic02（P4）もご覧ください

五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
第6回「妹背山女庭訓」
文学や歌舞伎で名作の誉高い「妹背山女庭
訓」についての解説。

日時：	3月5日（日）14:00－15:30
会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

音楽

京都市交響楽団×京都芸術センター
Kyo×Kyo Today vol.7

「ロマンティック・バリエーション」
京都市交響楽団の弦・管・打楽器の精鋭メン
バー9名による、華やかなアンサンブル。
日時：	2月1日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
曲目：	サラサーテ「チゴイネルワイゼン」
	 バルトーク「ルーマニア民俗舞曲」 ほか
出演：	中野志麻（ヴァイオリン）、片山千津子

（ヴァイオリン）、小田拓也（ヴィオラ・編曲）、
渡邉正和（チェロ）、出原修司（コントラバス）、
筒井祥夫（クラリネット）、中野陽一朗

（ファゴット）、ハラルド・ナエス（トランペット）、
中山航介（パーカッション）

料金：	一般前売1.800円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）

チケット取扱：京都芸術センター、チケット
ぴあ（Pコード：314-967）

KAC Performing Arts Program 2016 / Music
風水のこえをきく#3 平野一郎×吉川真澄

『四季の遊び』
様 な々調べを声に奏で、西洋から東洋へ／ル
ネサンスから現代へと時空を往還しつつ、巡
る季節を音に遊ぶ。
日時：	2月26日（日）開場15:30 開演16:00
会場：	フリースペース
作曲・構成：平野一郎
出演：	吉川真澄（ソプラノ）、宮本絵真（ソプラ

ノ）、岡田和宏（テノール）、岡田健太郎
（ハイバリトン）、岡田通利（バスバリトン）、
畑中明香（打楽器）、池上英樹（打楽器）

料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）

※Topic03（P4）もご覧ください

明倫レコード倶楽部［其ノ63］ 「赤の会」
日時：	3月5日（日）16:00－18:00
会場：	講堂
講師：	いしいしんじ（作家）

曲目：	ペレス・プラード楽団「バラ色の桜と白
い林檎の花」ほか

料金：	500円（1ドリンク付）

定員：	100名（先着順／要事前申込）

トークイベント

アーティスト・イン・レジデンス
シンポジウム2017
日時：	2月4日（土）13:30－17:00
会場：	講堂

第1部 ディスカッション「移動することと創作活動」
13:30－15:00
登壇者：James Muriuki（アーティスト、キュレー

ター）、劉璐姗（アーティスト）、三原聡一郎
（アーティスト）

モデレーター：日沼禎子（女子美術大学准教授、

陸前高田AIRプログラムディレクター）

第2部 ディスカッション「ネットワークの活用」
15:30－17:00
登壇者：孙莉（A4 Art Museumエグゼクティブディ

レクター）、日沼禎子（女子美術大学准教授、

陸前高田AIRプログラムディレクター）、横堀
ふみ（NPO法人DANCE BOXディレクター）、
山本麻友美（京都芸術センターチーフプロ

グラムディレクター、東アジア文化都市2017

京都“アジア回廊”アシスタントディレクター）

モデレーター：佐々木雅幸（文化庁文化芸術創

造都市推進室長）

料金：	無料
定員：120名（先着順／要事前申込）

※逐次通訳あり

「山鉾のかざり　祇園祭・山鉾金工品調
査報告講演会②」
15年間にわたり実施された、祇園祭の山鉾の金工
品調査の報告講演会。今回は油天神山、岩戸山、
郭巨山、北観音山、黒主山、淨妙山、太子山、木賊
山、伯牙山、船鉾、孟宗山の11基を取り上げます。

日時：	2月17日（金）14:00－16:00
会場：	講堂
講師：	久保智康（京都国立博物館名誉館員）

	 竹中友里代（京都府立大学特任講師）

料金：	無料　
定員：	120名（先着順／要事前申込）

主催：	祇園祭山鉾連合会、京都芸術センター

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

※詳細はウェブサイトをご覧ください

シアターリミテ 「演劇的リラクゼーション入門」
役者が実際に取り入れているストレッチや呼
吸法、脱力など通じて、日常の緊張感からカ
ラダを開放し、動きやすいカラダとココロを
手に入れる方法を体験します。
日時：	2月4日（土）10:30－12:30
会場：	制作室9
定員：	10名
対象：	高校生以上（演劇未経験者可）

持物：	動きやすい服装、タオル

辻本佳「柔道からダンスを見つめる」
柔道をベースに二人組で行うダンスワークを
します。「掴む」「投げる」を基本として、柔道
の動きからダンスを探していきます。
日時：	2月11日（土・祝）10:30－12:00
会場：	制作室12
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

広田ゆうみ＋二口大学「からだで本をよむ 10」
本を声に出してみたり身体を動かしてみた
り、物語の世界で一緒に遊びましょう。
日時：	2月21日（火）19:00－21:30
会場：	制作室12
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

劇団ショウダウン
「台本交流コミュニケーション講座」
台本を見ながら、役になりきって読み合わせを行
い、参加者全員でひとつのお芝居を作ります。
日時：	2月23日（木）19:30－21:00
会場：	制作室11
定員：	10名
対象：	中学生以上
持物：	声に出して読んでみたい台本、本また

は小説等。動きやすい服装と上履き、
タオル、飲み物、筆記用具

てんこもり堂「シェイクスピアを旅する」
「シェイクスピア」作品を旅するように楽し
むワークショップ。今回は『ジュリアス・シー
ザー』を取り上げます。
日時：	3月4日（土）14:00－17:00
会場：	制作室3
定員：	8名
※動きやすい服装でお越しください

ヨーロッパ企画「なにげない日常を面白く
みせるワークショップ」
何気ない日常会話のやりとりを、舞台上でどう
表現すれば、面白くお客さんに伝えられるのか
を探るワークショップです。演劇経験者歓迎。
日時：	①3月4日（土）14:00－17:00
	 ②3月11日（土）14:00－17:00

※①②とも同じ内容です。いずれか1回のみ
ご参加ください

会場：	制作室12
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

発表支援事業（共催事業）

「Beyond Conceptual / Curatorial」
日時：1月29日（日）14:00－17:00
会場：ミーティングルーム2
登壇：高橋耕平、田中功起、眞島竜男
進行：遠藤水城
料金：無料
定員：40名（先着順／要事前申込）

主催・予約・問合せ：東山 アーティスツ・プレ
イスメント・サービス（HAPS）

　E-mail：info@haps-kyoto.com

重要無形文化財常磐津節
第二回 伝承事業成果発表会
重要無形文化財の総合指定を受けている演
奏家で構成される常磐津節保存会の会員お
よび研修生の若手演奏家による演奏。
日時：	2月2日（木）開場13:30 開演14:00
会場：	講堂

演目・出演：
　「三保の松」

［浄瑠璃］常磐津都代太夫、常磐津若音
太夫、常磐津一男太夫

［三味線］常磐津都史
［上調子］常磐津三之祐

　「十万億土の段」
［浄瑠璃］常磐津一佐太夫、常磐津都代
太夫、常磐津若音太夫、常磐津一男太夫

［三味線］常磐津㐂蔵、常磐津都史
［上調子］常磐津三ノ祐

料金：	2,000円
主催・問合せ：常磐津節保存会
　TEL：090-7095-0438（常磐津㐂蔵）

紬の会
能にも多く表現されている源氏物語を主題
に、トーク、仕舞『源氏供養』、観客参加型の

「大源氏香大会」を開催します。 
日時：	2月19日（日）開場14:30 開演15:00 
会場：	大広間 
出演：	蜂谷宗苾（香道志野流若宗匠）、片山伸吾

（観世流能楽師）、分林道治（観世流能楽師）

料金：	3,500円 
主催・問合せ：花習塾事務局
　TEL：075-494-6665

コミュニタリアリズム2017
「音響が及ぼす可能性を探る」をテーマに、現代
音楽とモーツァルトを通して人の想像力と原動力
をかき立たせることを目指すピアノコンサート。
日時：	2月22日（水）開場18:40 開演19:00
会場：	講堂
出演：	金井亜沙美（ピアノ）

曲目：	武満徹「PIANO DISTANCE」、モー
ツァルト「ピアノソナタ第8番イ短調 
K.310」、ラッヘンマン「シューベルトの
主題による5つの変奏曲」ほか

料金：	500円（前売・当日共）

主催・予約・問合せ：コミュニタリアリズム
　E-mail：billett.c.r@gmail.com

「京都市美術館リサーチ・プログラム
Museum in Transition
～今 必要なホワイト キューブ・美術館へ
の無理な注文～」
新たに現代美術展示室や多目的ギャラリーの建設を
予定する美術館再整備事業の可能性を探るトーク。
日時：	2月25日（土）14:00－16:00
会場：	大広間 
テーマ：「京の現代アート，未来は明るいか」
コメンテーター：宮永愛子（現代美術家）、やな

ぎみわ（現代美術家）、ヤノベケンジ（現

代美術家）、青木淳（建築家）、潮江宏三
（京都市美術館館長）

コーディネーター：小崎哲哉（アートジャーナリスト）

料金：	無料
定員：	80名（先着順／要事前申込）

申込：	 メール又はFAXで住所、氏名、年齢、連絡
先（電話番号、メールアドレス）明記の上、2月
17日（金）までに京都市美術館総務課まで

主催・問合せ：京都市美術館
　TEL：075-771-4107
　FAX：075-761-0444
　E-mail：bijutsukan@city.kyoto.lg.jp

Monochrome Circus + Kinsei R&D
『T／IT : 不寛容について』
振付・演出家の坂本公成と照明家の藤本隆行によ
る新作。最先端のメディアとダンスを融合し国際
社会がかかえる問題を「Tolerance／Intolerance

（寛容／不寛容）」という切り口から考察する。
日時：	3月10日（金）20:00
	 11日（土）15:00／19:00
	 12日（日）15:00
会場：	講堂
出演：	田中遊（正直者の会）、長良将史

森裕子*、合田有紀*、野村香子*、小倉
笑* (*Monochrome Circus)

音楽：	山中透
ドラマトゥルク：Shinya B
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：一般社団法人ダンスアンドエ

ンヴァイロメント
　TEL：070-6500-7242 

制作支援事業

したため『太田省吾を〈読む〉―「未来」の
上演のために』
若手演出家3名（相模友士郎、村川拓也、和田ながら）が
それぞれの視点を通して、太田省吾の「テキスト」の

「読み直し」を行い、劇場実験として上演を行う。
日時：	2月18日（土）13:00   
会場：	京都芸術劇場 studio21（左京区）

料金：	一般1,000円（前売・当日共）

問合せ：京都造形芸術大学舞台芸術研究セ
ンター共同利用・共同研究拠点

　TEL：075-791-9144
　E-mail：ohta.kyoten@gmail.com

てんこもり堂「第10回公演
『冬が来る～Winter will come～』」
てんこもり堂結成10周年、春夏秋冬シリーズ
第3弾！迷える12人のある場所にまつわる記
憶と未来のお話。
日時：	2月24日（金）19:15
	 25日（土）15:00／19:15
	 26日（日）15:00
		  ※受付・開場は、開演の30分前
会場：	アトリエ劇研（左京区）　　　　
料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 その他券種有（ペア券・学生券・高校生以下)

問合せ：てんこもり堂（きん）　　　　
　TEL：090-9701-9962
　E-mail：tenkomoridou@yahoo.co.jp

第245回 市民狂言会
日時：	3月3日（金）

	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：子の日、子盗人、地蔵舞、空腕
出演：	茂山七五三、千五郎、茂、逸平 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
※平成29年度市民狂言会の年間席札を販売予定
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：455-010）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

第三回 謡曲ひとめぐり
《草子洗小町》
「素謡の会」の関連企画として、謡曲ゆかり
の場所を訪れ素謡を聴きます。今回は、小
野小町ゆかりの寺「随心院」で、詞章に描
かれた風景や人 に々思いをめぐらせます。
日時：	3月7日（火）開演19:00
会場：	随心院（山科区）

料金：	3,500円（弁当付）

※1月26日（木）よりチケット発売

東アジア文化都市2017京都
オープニング事業「The 饗宴」
日中韓の3都市が文化交流を行うことに
より、東アジアの相互理解と連帯感の形
成を促進する「東アジア文化都市」がい
よいよ開幕。オープニング事業の一環と

して、日中韓のコラボレーション作品を
京都芸術センターで上演します。
日時：	3月19日（日）開場14:30 開演15:00
会場：	講堂

第一部 音×舞
出演：	朴守賢（作曲）、金一志（韓国舞踊）

	 杵屋浩基（三味線）、崔理英（ピアノ）

	 李在洙（大
テグム
芩）、清水久恵（二胡）

	 片山賀子（ソプラノ）

第二部 狂言×中国変面「からくり人形」
作・演出：村上慎太郎（夕暮れ社 弱男ユニット主宰）

出演：	茂山千五郎（狂言師）

	 茂山茂（狂言師）、姜鵬（中国変面師）

	 中村壽慶（邦楽囃子方）

	 井口竜也（狂言師）

料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）

定員：	200名
※小学生は保護者の同伴が必要
※1月25日（水）よりチケット発売

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および 印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、
電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア

（セブン・イレブン、サークルＫサンクス）の専
用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999
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アーティスト・イン・レジデンスプログラム2016 Maya Watanabe 『EARTHQUAKES』（1/7－2/19）

キュレータードラフト2017 笹原晃平『スポンテイニアス・ビューティー−作
アーティスト

家のいない展覧会−』（2/18－3/26）

キュレータードラフト2017 笹原晃平『スポンテイニアス・ビューティー−作
アーティスト

家のいない展覧会−』
［関連企画］ TALK「作家のいない展覧会は本当に成立したのか？」

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ 第44回「式庖丁を知る」

KAC Performing Arts Program 2016 / Traditional Performance 
継ぐこと・伝えること58「落語〜伝統芸能の現在形〜」

［明倫WS］辻本佳「柔道からダンスを見つめる」［明倫WS］シアターリミテ「演劇的リラクゼーション入門」 ［明倫WS］広田ゆうみ＋二口大学「からだで本をよむ 10」

［明倫WS］劇団ショウダウン
「台本交流コミュニケーション講座」

KAC Performing Arts Program 2016 / Music
風水のこえをきく#3 平野一郎×吉川真澄 『四季の遊び』

京都市交響楽団×京都芸術センター Kyo×Kyo Today vol.7
「ロマンティック・バリエーション」

アーティスト・イン・レジデンス シンポジウム2017

［共催］重要無形文化財常磐津節 第二回 伝承事業成果発表会 ［共催］コミュニタリアリズム2017
［共催］京都市美術館リサーチ・プログラム
Museum in Transition
～今 必要なホワイト キューブ・美術館への
無理な注文～

［共催］紬の会

「山鉾のかざり　祇園祭・山鉾金工品調査報告講演会②」

藝文京展 2017（1/15－2/11）

公益財団法人京都市芸術文化協会 創立35周年記念事業
「京の文化絵巻Ⅱ~The Exhibition~」（1/10－2/7）
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彫刻三点と二人のダンサー。二人の影出演者。観客を

率いる二人のガイド。約80名の観客。神戸三ノ宮、デザイ

ン・クリエイティブセンター神戸「KIITO」にて行われたこの

実験は、ツアー型の作品であり、自由度の高い上演だっ

た。観客は薄闇の中をガイドに率いられ、彫刻に触れたり、

ダンサーの演技を各 好々みの角度で鑑賞するのだが、そ

の引率は決して強力ではない。ガイドはほとんど無言で、

目印も持たない。群れとはぐれる瞬間の不安と、うらはらの

解放感。薄闇を歩く観客たちをしかと見守る、鉄の彫刻。

ダンサーを務めた工藤聡と関典子が素晴らしかった。

泰然と立つ彫刻に比べ、うらめしいほどよろめく軟かい

肉体。地面に立つ事もままならない様が演じられる。崩

れ折れ、施設に吸い込まれる肉の温度。コンクリートと

相反し、切りつけられ、しかしどこかで溶け合っている。

だがいつしか工藤は立ち上がり、美しい声で歌うのだ。

丁寧に磨かれた歌声が施設に反響し、吸い込まれる。

関が演じたのは、マネキンであることを期待され、や

はり崩れ折れる肉体。その瞬間、横で彼女を見張る影

出演者に受け止められ制止される、その不自由さ、不

甲斐なさ。演技するダンサーを見るというより、その身

体それ自体が彫刻であるかのように、見た。なんだか

済まないが、笑ってしまった。そのあっけなさか、もしくは

山形県鶴岡市櫛引地区に五百年もの間、地元の春

日神社の氏子たちにより受け継がれてきた黒川能（国指

定重要無形民俗文化財）と呼ばれる民俗芸能がある。その

黒川能が、奈良の春日大社で行われる二十年に一度の

「式年造替」（国宝本殿の大修理）を祝し、「奉祝公演」と題

今回のプログラムは、能研究の増田正造氏の解説に

始まり、下座による能『野守』、狂言『末広』、能『大瓶猩々
（乱）』と計3時間にわたる構成であった。最も関心を寄せ

たのは『野守』の上演である。評者はたびたび黒川の地

を訪れているが、下座のレパートリーに『野守』のあるこ

とを確認できていなかった。然もありなん、大正7年以

降披露されておらず、奈良・春日野の地に縁のある演目＝

『野守』を奉祝公演で披露してほしいとの依頼に応えた

からであった。ほとんど資料が残されていない中、この

日のために取り組んできたという彼らのエネルギーには

驚きを隠せなかった。観ていて刺激的だったのは、大き

な円鏡を持った鬼神（後シテ）が威容を誇る力強い演技の

場面。「舞台で見せる」ということを意識したのだろうか。

本舞台全体を使って様々に動いて見せた所作は、非常

に臨場感あふれる仕上がりであったと思う。そうして、こ

れを機に上演され続けていく兆しも十分感じ取れた。

一部の民俗芸能では、存続の危機に直面していると

聞く。他方、なんとかその復活・再生を図ろうと努力され

つつあるというのが今日の大方の状況であろう。黒川

した舞台を披露した。

現在、日本の芸能として伝えられてきた「能」を通観

した場合、大きく二つに分けることができる。ひとつは、

舞台芸術の様式・技法を継承し、プロの役者を中心とし

て芸術的洗練の道をたどってきたもの、もうひとつは、

各地で独自の芸態と番組を残していて、ふだんは会社

勤めや農業などに従事している人が担い手となる、い

わゆる民俗芸能としての能である。後者に属する黒川

能では、春日神社の氏子たちが上座、下座に分かれて

能座を形成しており、それぞれの能面や能装束を有し、

数多くの演目を受け継いでいる。最大の行事は「王祇

祭」（2月1日～2日）で、両座それぞれの最長老の暮らす家

がその年の当屋となり、神社の依り代である「王祇様」

を家に迎えては酒と精進料理で振る舞い、夜を徹して

能や狂言が演じられる。こうした王祇祭のほか、春日神

社の種々の祭りや各市町村のイベントへの参加、県外

あるいは海外へも出かけるほど、活動は幅広い。ただし

いずれも、神々への奉仕・奉納という形で演じられる点

は強調しておきたい。

能の場合、今回のように外部からの依頼に応えられる

だけの柔軟性と実践力を持ち、そして若い世代の育成

も順風なように評者の目には映った。こうした例を通し

て、黒川能ひいては民俗芸能の抱える様々な課題を考

えさせられる貴重なひとときとなった。

『波動  KIITO実験展―彫刻と身体による空間の再認識、
再検証。』（神戸大学 KIITOプロジェクト―大学のアート
リソースの地域連携活用に関する実践研究1）

2016年12月24日（土）、25日（日）

デザイン・クリエイティブセンター神戸（兵庫県神戸市）

春日大社第六十次式年造替 奉祝黒川能公演
2016年11月13日（日）

奈良春日野国際フォーラム 甍～I･RA･KA～
能楽ホール（奈良県奈良市）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。
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図書室休室日：2月28日（火）

逍遙する視線たち

臨場感を後世に伝える

ダンス

伝統

高橋良明

北見真智子

不可能感に。

塚脇淳（JUN TAMBA）の製作した彫刻は三点。まずは、

平たい鉄が数本地面から伸びた様な作品。観客はこれ

に触れ、緑のペンキ越しにそのたおやかさを感じる。そし

て、さなぎのように空間を内包する長短二点の作品。素

材がなめらかに練られ、つい先ほど巻かれたかのようだ。

巻かれた鉄の内部には何らかの存在があるのか、触ると

鼓動を感じる。触る箇所によって、その鼓動もまた違う。

前述したが、ガイドが強力に観客を引っ張るというこ

とはなく、それぞれがかなり自由に視点を定める形態

であり、観客にとってもクリエイティブな作品である。そ

の形態は、実は全体を異化する効果もあったのではな

いか。「彫刻と身体による空間の再認識、再検証。」個

人が群衆の中に溶け、時折散開し、また戻る。その摩

擦を空間は覚えている。彫刻は群衆に触れられ、その

温度を覚え、少なくともその度数だけ柔らかくなる。肉

体たちに踏まれ、温められた床。その熱は波動となり、

場所に永久に残るのであろう。身体と彫刻・構造物の

対話。その営みはいっときの幸福であったように思う。

彫刻は予めすべての視線を引き受けるべくたおやかに

備えている。群衆が一つの彫刻を囲み、観て、触れた時、

温かい輪が出来たような気がした。視線が集中し、交錯

し、解散し、また集中する。心地よい律動が生まれていた。
（12月24日の回鑑賞）

たかはし よしあき／インタビュアー●部屋を片付けたところスペースに余
裕が出来たので、ささやかですが季節の置物を置き、眺めたりしています。

さわしゅ あきこ／日本学術振興会特別研究員●三年間担当させて頂い
た本欄での執筆も、今回が最終回となりました。編集委員の方 と々のや
りとりを通して毎回たくさんの学びと気づきがあり、素晴らしい経験をさ
せて頂いたと思います。本当にありがとうございました！

きたみ まちこ／大阪音楽大学非常勤講師ほか●今回が最後のレビューと
なりました。これまでの3年間、細やかなサポートをくださった編集部のみ
なさま、拙稿をお読みいただいたみなさまに心から感謝申し上げます。

写真提供：SECTOR88

近年、「クール・ジャパン戦略」の一環として国内外で

のプロモーションがアツい、日本のものづくり。伝統工

芸の品々は今、”KOGEI”として新たな使命を負い、海

外に渡る。本展のテーマは、遡ること明治時代に、クー

ル・ジャパンと同様、国策として製作、輸出された工芸

品、すなわち「明治工芸」である。現代の技術ではほと

んど再現不可能な、その緻密で精巧な作りは「超絶技

巧」と呼ばれ、ここ10年ほどの間に、展覧会を始めテレ

ビや雑誌でも取り上げられ、知られるようになった。

今回展示されたのは、金工、木工、漆工、陶磁器、

七宝、染織など約130点で、これらは全て、台湾人の

宋培安氏の個人コレクションである。漢方の薬剤師で

ある宋氏は明治工芸の熱心なコレクターとして知られ

るが、その収集活動の背景にあるのは、日本の皆に作

品を公開したいという思いだそうだ。氏は、明治工芸

の知名度がその故郷である日本では低いことを残念

に思っているそうで、日本の展覧会としては珍しく、基

本的に作品の撮影が許可されていたのも、作品のスゴ

さを広く共有しようという氏の考えを反映してのことだ

ろう。

明治工芸が超絶技巧と評される理由の一つは、その

写実性にある。例えば、本来のものとは全く違う素材を

使いながらも、その特質を生かすことで質感までも本

物のように見せかける技を用いた作品。一見、竹製と

思える煙管筒は、実は紙と漆で出来ていて、竹の節や

『驚きの明治工藝』展
2016年11月12日（土）－12月25日（日）

細見美術館（京都市左京区）

クール・ジャパンの
ものづくりの源流

美術

サワシュ晃子

表面の小さな斑点、繊維の筋までもが忠実に再現され

ている。一方、蝉特有の艶のある胴体を彩色した木で、

透明感のある茶色の羽を水牛の角で表した作品は、本

物の蝉と全く見分けがつかないほどだ。また、金属で

出来た龍や蛇、海老などの「自在置物」と呼ばれる品も

数多く出品された。これらは、見た目が本物そっくりな

だけでなく、細かなパーツを組み合わせることにより、

関節などの機能まで再現しているため、本物と同じよう

に動かすことさえできる。これらの作品を生み出した工

房の多くは京都にあり、作家たちの技術レベルは、有

名無名を問わず、まさしく「超絶」に高かったと言われ

ている。

これら明治工芸のコレクションとして世界一とも称さ

れるものが、京都の清水三年坂美術館にある。それら

は主に、館長の村田理如氏自身が、サザビーズやクリ

スティーズなど海外のオークションハウスで行われる

競売で手に入れたものだが、近年は海外からの入札が

増えて価格がつり上がってしまい、購入が難しくなって

いるらしい。

残念なのは、本展に限らず、明治工芸の特集では、

物そのものの魅力ばかりがクローズアップされがちな

ことだ。そのため、それらが輸出先のどこで、どうやっ

て、どんな人に愛でられたのかといった、流通や消費

の具体的な風景は見えにくい。昨今の「クール・ジャパ

ン戦略」でも、成功の鍵は受け手の関心に合わせるこ

とと言われているが、明治工芸の何が当時の海外で受

け、ここまでの発展を促したのか、今考えてみたい。

《蝉》竹江

撮影：岩本順平
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「浪曲×ブルース」を皮切りとする2016年度は、

現代の視点で伝統芸能をアップデートし、積

み重ねられた伝統に真摯に向かい合いながら、芸能と

しての魅力、可能性を探る担い手に焦点をあてます。

2月にご紹介するのは落語家立川吉笑。NHK Eテレ

『デザインあ』へのたぬき師匠としての出演、ロックと

落語のコラボレーション、ミュージシャンとのいわゆる

対バン形式のイベント開催等、ジャンルに縛られない

活躍で知られる、若手噺家の注目株です。お笑い芸

人を目指しながらも様々な形の「笑い」を経て落語家

となった彼にとって、落語の魅力とは、ナンセンスで

シュールともいえる世界を話芸の力で成立させるとこ

ろにあります。「粗忽長屋」や「頭山」のような、冷静に

考えるとありえないシチュエーションですら、落語で

「風水のこえをきく」第3弾は、京都を拠点に日本の風土や伝承に根

差した独自の作品を発表している作曲家 平野一郎と、ユニット

「DUOうたほぎ」でサントリー芸術財団第15回佐治敬三賞を受賞したソプ

ラノ歌手 吉川真澄に注目します。

本公演『四季の遊び』は、吉川の委嘱と触発を受けて平野が作曲した無

伴奏女声独唱の為の“四季の四部作”を軸に、古今東西を巡る楽曲から構

成されます。タイトルの「遊び」という言葉には、通常の遊戯という意味だけ

でなく、原初の祭儀、音楽の発生、生命の本分などの意味が込められてい

ます。自然の響きや鳥・獣・虫の鳴き声など、森羅万象のざわめきから音楽

が立ち昇るとともに、季節を歌う声が今度は音の風景に融けてゆく……。

そんな時と音のあわいに耳を澄ませる音楽公演です。

吉川と共に演奏するのは、11年間フランスにて古楽から現代まで研鑽を

積んだ宮本絵真（ソプラノ）、クラシックは勿論ポップスから民謡まで活動の

幅を広げる岡田通利（バスバリトン）、それにユニット「Family〜おかだ兄弟

〜」などシンガーソングライターとしても活躍する岡田健太郎（ハイバリトン）・

岡田和宏（テノール）と、一筋縄ではいかないジャンル横断的な声の達人た

ち。更には現代音楽で定評のある畑中明香、独創的な世界観で知られる

池上英樹という打楽器奏者2名が加わり、驚きと愉しみに溢れた音世界を

お届けします。

「風水のこえをきく」シリーズの最後となる今回の公演。春から始まりま

た春に戻ってくる、時と生命の循環を表す本公演のプログラムは、風水

をテーマとして公演を行ってきた今年度の音楽事業の縮図のようでもあ

ります。

プログラム
平野一郎：春の歌

クレマン・ジャヌカン：鳥の歌

ジョン・ケージ：18 回目の春を迎えた素晴らしい未亡人

13世紀イギリス古曲：夏は来たりぬ

ブライアン・デニス＆オリヴァー・ビーヴァン：波の小品

平野一郎：夏の歌

ブライアン・デニス＆オリヴァー・ビーヴァン：嵐の音楽

平野一郎：秋の歌

ジョスカン・デ・プレ（平野編）：こうろぎは良い歌い手

ブライアン・デニス：霧

ジョスカン・デ・プレ：アヴェ・マリア

平野一郎：冬の歌

平野一郎：雪の声（京都芸術センター委嘱・初演）

平野一郎：サルメノヲドリ

は、言葉を主体とするシンプルな表現形式を通して、

耳にした人の頭の中に紡ぎ出されます。

「八っつぁん」「熊さん」とおなじみの登場人物が長屋

で活躍するような古典落語の世界観を活かしつつも、

オリジナルなギミックを加えた落語の創作に挑む彼か

らは、落語を伝統芸能という枠で囲いこんでしまうの

ではなく、音楽や映画等と同列に現
い

在
ま

のものとして落

語を捉え、楽しむ姿勢が伺えます。渋谷のレコード店

HMVで立川志の輔のCDを見つけたのが、落語との出

会いというエピソードも、日常の延長線に落語がある、

そんな彼と落語との距離感を象徴しているように思い

ます。今回は木ノ下歌舞伎主宰の木ノ下裕一の進行の

下、落語にしかできない、不条理な空間で繰り広げら

れる笑いを目指す吉笑の創作落語をお届けします。

ちなみに、司会の木ノ下自身、伝統芸能に対する

膨大な知識量を背景に、現代の視点から古典の枠を

越えた歌舞伎作品の可能性を引き出すべく創作活動

を続けています。落語、歌舞伎とジャンルは異なるも

のの、独自の視点で伝統と現代を接続させようと取り

組み続ける吉笑と木ノ下の回、必見、必聴です。
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落語〜伝統芸能の現在形〜

「継ぐこと・伝えること」では、これまで、実演や解説を通して
伝統芸能を紹介しながら、伝統芸能の「現

い

在
ま

」に着目し、芸能
を継承する意義について観客、出演者がともに考える機会
を創出してきました。伝統芸能と現代の舞台芸術とをコラボ
レーションさせて創作を行うなど、新たな伝統芸能の可能性
にも取り組んでいます。　　

KAC Performing Arts Program 2016 / Musicのテーマは「声」と「風水」。昨年度の
音楽事業では「吹く」「叩く」「撥く」という「演奏行為」をキーワードに、音楽と身体性の関
係をさまざまな角度から提示しましたが、今年度はその延長として人間の最も原初的
な演奏行為である「声」に焦点を当てた3つの企画をお届けしています。それぞれの公
演では、風水の基盤となる時間と空間の秩序に基づいてプログラムが構成されます。

KAC Performing Arts Program2016 / Traditional Performance
継ぐこと・伝えること58

京都芸術センターでの久々の寄席！ その機会を持てることもさることな
がら、普段京都で耳にする機会の少ない立川流をご紹介出来ることに
わくわくしています。落語がとにかく好きという吉笑さんの噺は不条理
ながら熱量にあふれています。是非会場に足をお運びください。

芝田江梨（アートコーディネーター）

立川吉笑 （たてかわ きっしょう）
落語家。1984年生まれ、京都市出身。2010年11月、立川談笑に入門。
わずか1年5ヵ月のスピードで二ツ目に昇進。「立川流は〈前代未聞メー
カー〉であるべき」をモットーに、気鋭の若手学者他をゲストに迎えた

『吉笑ゼミ』の主宰や、初の単著『現在落語論』(毎日新聞出版)の刊
行、全国ツアーを開催するなど、業界内外の注目を集める。メディアへ
の露出も増えており、音楽情報番組『MUSIC B.B.』、NHK Eテレ『デザ
インあ』、ネット配信『WOWOWぷらすと』などにレギュラー出演中。

木ノ下裕一（きのした ゆういち）
1985年和歌山市生まれ。小学校3年生の時、上方落語を聞き衝撃を受
け、古典芸能への関心を広げていく。京都造形芸術大学（映像・舞台芸

術学科）で現代の舞台芸術を学び、2006年に古典演目の現代的上演を
行う木ノ下歌舞伎を旗揚げ。作品の補綴・監修という立場をとりつつ、
様 な々演出家とタッグを組みながら創作するスタイルをとっている。

PROFILE

KAC Performing Arts Program 2016 / Traditional Performance
継ぐこと・伝えること58 「落語〜伝統芸能の現在形〜」
日時： 2月12日（日）開場14:30 開演15:00　会場：講堂
出演： 立川吉笑　司会：木ノ下裕一（木ノ下歌舞伎主宰）

料金：一般前売1,800円／当日2,000円、高校生以下500円（前売・当日共）

立川吉笑
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四季の遊び

KAC Performing Arts Program 2016 / Music
風水のこえをきく#3 平野一郎×吉川真澄

KAC Performing Arts Program 2016 / Music
風水のこえをきく#3 平野一郎×吉川真澄

『四季の遊び』
日時： 2月26日（日）

 開場15:30 開演16:00
会場： フリースペース
作曲・構成：平野一郎
出演： 吉川真澄（ソプラノ）

 宮本絵真（ソプラノ）

 岡田和宏（テノール）

 岡田健太郎（ハイバリトン）

 岡田通利（バスバリトン）

 畑中明香（打楽器）

 池上英樹（打楽器）

料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
 学生1,500円（前売・当日共）

※イベント情報（P2）もご覧ください

平野一郎×吉川真澄

岡田健太郎 岡田通利

宮本絵真

畑中明香

岡田和宏

池上英樹 ©Yuji Hori

※イベント情報（P2）もご覧ください

平野一郎さんと吉川真澄さんは、「風水のこえをきく」シリーズを考える上で、テーマにふさわしい
音楽家としてはじめに思い当たった組み合わせです。声と打楽器というあまり一般的ではない編
成は、むしろ音楽のプリミティブな形態のように見えます。

古川真宏（アートコーディネーター）
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter


